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1．はじめに 
演劇やミュージカルなどの舞台芸術のなかで、舞台美術が担っている仕事とはどう
いうものであろうか。まず、舞台芸術が成り立つ要素として、空間、時間、人間という
三つがある。空間とは、劇場などの舞台空間に限らず、多種多様な上演空間すべてを意
味している。演じる空間と、演じる時間、演じる人間、この三つの要素の間を貫いてい
るのがドラマである。舞台美術とは、このドラマに寄り添い、包んでいるものであると
私は捉えている。そのうえで、舞台美術家の役割とは、演劇的な造形性から発想を立ち
上げることだ。純粋美術の場合は、自分のなかでゼロから発想を立ち上げるが、舞台美
術の場合は、台本をベースにして発想を立ち上げ、造形を作り上げる。造形的な面のみ
から発想を立ち上げることはない。そして、舞台にあらわれるものは美しくあるべき
だとも私は考えている。もちろん舞台美術家それぞれ百人百様の発想や造形の仕方が
あり、なかには猥雑であることほど演劇的であるという人もいる。ひとまず本稿では、
私の舞台美術観をもとにしながら「舞台美術発想の瞬目」と題して、私がどのように舞
台美術のアイデアを発想し、デザインし、造形化していくかということを、具体的な事
例を通してお伝えしたいと思う。なお、本来、舞台美術という分野には舞台装置、衣装、
照明まで含まれているのだが、本稿では特に舞台装置について詳しくみていきたい。
2．舞台装置を作る過程 
2-1 デザイン構想 
舞台装置作りは、まず、台本を読むことからはじまる。台本からもととなるイメージ
を見いだす。作品のテーマや表現、観客へ届けたいメッセージなどを統括するのが演
出家の仕事であるが、演出家が舞台のイメージをもつのと同様に、舞台美術家もまた
自身のイメージを構想することが重要である。これまで日本では、ヒエラルキーの頂
点に演出家がいて、そこに従属するかたちで舞台美術家、照明家、衣装家が演出家のイ
メージを具現化する立場としてかかわっている場合が多くあつた。しかし、本来の姿
というのは、台本から舞台美術家自身がイメージを構想し、演出家たちとそのイメー
ジを擦り合わせ、ときには食い違うところを互いに戦わせながら、舞台作りをするこ
とにある。そうするなかで、皆が合致したイメージというものが浮かび上がるのであ
る。
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こうして、具体的なデザイン作業がはじまる。デザイン画や平面図、模型で視覚的な
イメージを作りだしていく。そのデザインイメージを演出家に提案し、演出意図と合
致するか否か、意見の摺り合わせをする。このプロセスでは、ときに自分のなかで格闘
がおこるが、同時に作品に関わる全ての人のイマジネーションが触発される瞬間もや
ってくる。次に、実際に舞台装置を設置する劇場空間との対話、つまり、その空間を自
分がどのように認識し、どのようにデザインイメージを定着することが可能かを検討
する。装置のみならず照明家と照明の表現や効果を共有することも必要だ。このよう
な共同作業をしながら最終的な舞台美術を創りだす。良いアイデアが生まれるまで苦
しい時間もあるが、そうした困難も含めて私にとって最も楽しい時間である。
2-2 実製作 
デザインイメージが出来上がると、次に、それが俳優の演技するなかで可能なのか
を確認するために稽古場で調整を行う。冒頭に、舞台芸術は空間、時間、人間から成る
ことを述べたが、自分の空間イメージが、実際の時間や人間が存在するなかで実現す
るかをチェックするのだ。それから舞台道具の製作に進む。舞台道具は、舞台美術家自
身で作る場合もあれば、人に手伝ってもらって一緒に作る場合もある。私はほとんど
の場合、大道具会社へ製作を依頼する方法をとるため、道具製作者への情報ツールと
して図面（描抜き）や模型、色付のデザインなどを作成し、それをもとにして道具が仕
上がってくる。
また、舞台装置の技術的な検証も舞台監督と行う。デザインした装置が実際に舞台
上に建てることができるか、時間内に場面転換が可能かなど、様々な問題点を検討す
る。劇場という空間には物理的な制約があるため、技術、時間、安全面などを舞台監督
とともに話し合うのである。
デザインが予算内で作れるか否かも重要な点である。興行としての演劇を成立させ
るための予算というものがある。経済的な制約のなかで素材を選んだり、大道具製作
者の人件費を見積もったりしなければならない。さらに、製作期間も限られているた
め、同時に時間との戦いでもある。様々な葛藤を抱えながら仕事を進めていく。
以上のことが解決し、実際に工場や工房で物を作ってもらう段階になると、今度は
実物の仕上がりと自分のイメージとの間でせめぎ合いが起こる。というのも、自分の
頭のなかでは壮大なイメージが描かれていても、実際に工場で作っているものをみる
と、イメージとの差に愕然とすることが多々あるからである。その場合は、大道具を製
作する人たちと対話し、自分で納得できるものを、もしくはときに妥協もしながら作
っていく。（一方で、自分が描いた絵が、迫力のある物に仕上がった時には、驚きとと
もに喜ぶ場合もあるのだが。）こうして、舞台装置を劇場に搬入し、建て込みをする。
ここでは、その劇場の機構をよく知る劇場スタッフと共同作業をする。
このように、演出家、装置家、照明家、衣装家、俳優、制作、劇場スタッフと様々な
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デザインが予算内で作れるか否かも重要な点である。興行としての演劇を成立させ
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と、イメージとの差に愕然とすることが多々あるからである。その場合は、大道具を製
作する人たちと対話し、自分で納得できるものを、もしくはときに妥協もしながら作
っていく。（一方で、自分が描いた絵が、迫力のある物に仕上がった時には、驚きとと
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人たちとの共同作業を経ることで舞台は観客のもとに届けられる。舞台の初日は、関
わったスタッフ全員が喜びと感動を味わう瞬間である。
3．舞台美術のデザイン 
次に、私がこれまで舞台美術を手掛けた作品のなかのいくつかを事例としてあげな
がら、デザインイメージを発想し、具現化した過程を詳しくみていきたいと思う。
3-1 作品①劇団四季『鹿鳴館』(2006 年初演) 
三島由紀夫の戯曲『鹿鳴館』は文明開化を迎えた明治期、鹿鳴館で催された大夜会を
舞台に、政治と恋、陰謀と愛憎の渦のなかで翻弄する男女、親子の悲劇を描いた三島由
紀夫の戯曲である。舞台美術をデザインするにあたって、まずは台本をよく読み、自分
のイメージを構想することからはじめた。
第一幕のト書には、以下のようなことが書かれている。
 
 
 
過去に上演された舞台で、舞台美術の大先輩達が手掛けたデザインは、茶室、前裁の
菊、飛石、蹲踞、筧、手前には細流れ、広がる秋の景色、そして茶室には「潺湲亭」の
額とト書の通りに作られている。ある意味では以前のスタンダードの舞台美術である
が、私が大事にしているのは台本からどのようなイメージを捉えるかである。当初は、
このト書から三島由紀夫の意図を読み解くことができなかったのだが、二度も繰り返
しでてくる「潺湲」という言葉が引っかかった。「潺」を辞書で調べると、第一義に「水
のさらさら流れる音」、次に「涙のはらはら流れるさま」を意味すると書いてある。さ
らに、台本に次のような気になる台詞もあった。 
この会話から、この庭の持主である影山伯爵の妻朝子の心情と「潺湲」という言葉が、
私の頭のなかで結びついた。涙の流れる朝子の心をイメージすることができれば、ト
書の内容を逐一道具を作ってあらわす必要はないと考えたのだ。枯山水のように美し
い景色を閉じ込めるという発想である。よって、茶室は作らず、朝子という人物を象徴
明治十九年十一月三日、天長節の日の午前十時である。影山伯爵邸のひろい庭内の小高い丘の上
にある茶室潺湲亭。手前は細流れがあり、前裁の菊、飛石、蹲踞、筧などがある。〈中略〉茶室の
軒には潺湲亭という古い額がかかっている 
顕子：悲しい気持の人だけが、きれいな景色を眺める資格があるのではなくて？ 幸福な人には
景色なんか要らないんです。 
季子：そうするとこのお庭の持主も、幸福ではなさそうね。 
－ 33 －
するものを板絵のなかに描き込んだ。この板絵のなかには、ト書に書かれた物を狩野
派の絵などを参照にしながらコラージュして描いている。 
また、三、四幕の舞台である鹿鳴館について演出家から三つの注文があった。これに
対して、次のようなデザインイメージを考えた。 
 
 
 
これらのデザインイメージを描いたスケッチをもとに、演出家とイメージを摺り合わ
せていく。このときは、最終的なイメージが定まるまで、さまざまなアイデアで百枚程
のスケッチを出した。②でポイントとなっているように、物語の人間関係は非常に複
雑である。ここではその内容は割愛するが、舞台美術では入り組んだ人間関係を湾曲
した床におきかえてあらわすことにした。また、③にあるように、鹿鳴館の舞台美術
は、すべて実際にあったものからデザイン素材を使用した。現存物が残っている場所
へ行って写真を撮り、実寸を測り、それらをもとに工房で製作している。シャンデリア
は東京都江戸川区の燈明寺に、階段は東京大学の建築学科に現存してあった。舞踏場
の唐草文様も実際の柄を使用している。また、舞台の額縁に使用した鏡の枠も実際に
鹿鳴館にあったものである。この鏡には興味深い歴史がある。当時の風刺画家ジョル
ジュ・ビゴーは、この鏡の前に立つ洋装の日本人の紳士淑女と、その鏡に映る洋装の男
女の猿を描いている。 
《演出家の注文》 《デザインイメージ》 
① 高さを重層的に使う → 三重構造の床 
② 人間関係の歪みを見せる → すべて湾曲した床 
③ 全体的に鹿鳴館の香りを残す → 鹿鳴館に実際にあったものをデザイン素材とする
図 1 「鹿鳴館」劇団四季上演写真より  劇団四季提供 
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文明開化の波にあった日本人のイメージを、当時の西洋人はこのように見ていたので
ある。これに関連するかのように、三島由紀夫は戯曲のなかで、朝子に次のような台詞
を語らせている。「滑稽だこと、伯爵夫人の猿なんて！ でもよろしゅうございます。
今夜私はあなたの仰言るその猿になります」。すべては鏡のなかで行われている猿芝居
である、という読み解きから、舞台美術のエレメントの一つに鹿鳴館の鏡枠を取り入
れた。また、①の三重構造の床については、エッシャーのだまし絵のようなイメージ
で、登場人物が階段を上がって舞踏場へ入ろうとすると、また同じ部屋に戻ってくる
ような、どこが自分の本当にいる場所なのか分からないような構造を作っている。さ
らに、舞踏場のダンスシーンは、演出家の意図で、大きなスクリーンに影絵を投影する
ことであらわしている。
図 2 『ビゴーが見た日本人―諷刺画に描かれた明治』
（清水勲著 講談社学術文庫出版）より引用 
図 3 鹿鳴館にあった鏡 筆者撮影 
図 4 舞台装置のスケッチ(筆者作成) 
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これは一点透視図法で私が描いた舞台装置のスケッチである。最近は、模型を作って
考える舞台美術家が多いが、私はこのように絵を描くことからはじめる。座席側から
舞台を見る演出家の視野、観客が見るものを捉えるには、一点透視図法というのは非
常に便利な方法である。
3-2 事例②劇団四季『EVITA』(2005 年初演) 
 最近は外国からパッケージでもってくることも多いのだが、この公演は演出、装置、
照明、すべて日本で考えて作ったものだ。
『EVITA』は、貴族中心の閉鎖的な社会であったアルゼンチンで、私生児という出自に
対する世間の偏見に抗いながら、大統領夫人へと上り詰めたエヴァ・ペロンという女
性の人生を描いたミュージカルである。彼女の激動の人生を作曲をしたアンドリュ
ー・ロイド＝ウエバーはティム・ライスの言葉とともに音楽によって、叙事詩的に物
語っている。台本から次のようなデザインイメージを思いついた。 
ドラマが次々と変化するのにあわせて、傾斜した舞台が回転し舞台転換するというの
が基本的な構造である。彼女が人生の階段を上り詰めていくのと同じくして、螺旋状
に床が回転するというイメージである。また、エヴァが大統領夫人として宮殿のバル
コニ （ーカサ・ロサーダ）で演説をする場面では、エヴァが観客の頭上にいるようにし
たいとの演出家からの希望があった。ここでは、床が客席上空へせり出すことでエヴ
ァの立ち位置が上がっていく構造になっている。また、この回転する床を囲う可動壁
・ ドラマと共有する舞台装置の変化と時間 
・ 照明とのコラボレーション 
・ 壁面にレリーフとして刻まれる人生の場面 
・ 螺旋に回転する床と分割合体する壁 
・ 透明で華やかな光のリング 
図 5 模型写真(筆者撮影) 図 6 上演写真(筆者撮影) 
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これは一点透視図法で私が描いた舞台装置のスケッチである。最近は、模型を作って
考える舞台美術家が多いが、私はこのように絵を描くことからはじめる。座席側から
舞台を見る演出家の視野、観客が見るものを捉えるには、一点透視図法というのは非
常に便利な方法である。
3-2 事例②劇団四季『EVITA』(2005 年初演) 
 最近は外国からパッケージでもってくることも多いのだが、この公演は演出、装置、
照明、すべて日本で考えて作ったものだ。
『EVITA』は、貴族中心の閉鎖的な社会であったアルゼンチンで、私生児という出自に
対する世間の偏見に抗いながら、大統領夫人へと上り詰めたエヴァ・ペロンという女
性の人生を描いたミュージカルである。彼女の激動の人生を作曲をしたアンドリュ
ー・ロイド＝ウエバーはティム・ライスの言葉とともに音楽によって、叙事詩的に物
語っている。台本から次のようなデザインイメージを思いついた。 
ドラマが次々と変化するのにあわせて、傾斜した舞台が回転し舞台転換するというの
が基本的な構造である。彼女が人生の階段を上り詰めていくのと同じくして、螺旋状
に床が回転するというイメージである。また、エヴァが大統領夫人として宮殿のバル
コニ （ーカサ・ロサーダ）で演説をする場面では、エヴァが観客の頭上にいるようにし
たいとの演出家からの希望があった。ここでは、床が客席上空へせり出すことでエヴ
ァの立ち位置が上がっていく構造になっている。また、この回転する床を囲う可動壁
・ ドラマと共有する舞台装置の変化と時間 
・ 照明とのコラボレーション 
・ 壁面にレリーフとして刻まれる人生の場面 
・ 螺旋に回転する床と分割合体する壁 
・ 透明で華やかな光のリング 
図 5 模型写真(筆者撮影) 図 6 上演写真(筆者撮影) 
面は彼女が辿ってきた人生を刻んだレリーフにしてある。彼女の人生を物語る壁が、
ドラマを包み込みながら回り、場面を変えていくという仕組みである。その他に、床の
回転する速さと、その上に立つ俳優の動き（立ち位置を移動する）をうまく合わせるこ
とで、登場人物たちの心の状態や距離感を表現するシーンを振付家とともに作った。
舞台美術は、装置や人の移動という時間軸から、その場面を表現することもある。ま
た、照明によっても様々なシーンを表現した。このようにして、基本構造をベースに物
や照明、俳優の立ち位置の変化など、様々な要素の組み合わせから全部で四七場ほど
あるシーンを作った。 
3-3 事例③劇団四季『思い出を売る男』(2004 年初演) 
『思い出を売る男』は、終戦後の日本を舞台にした加藤道夫の演劇である。戦地から
帰ってきたひとりの男が街でサックスを吹き、詩を書きながら「思い出」を売ってい
る。男が様々な背景をもつ登場人物の思い出を、詩と音楽で甦らせるという幻想的な
作品だ。この台本や作者の加藤道夫の言葉のなかで、次のような印象的な言葉に出会
った。 
そこから、以下のようなデザインイメージを考えた。
図 7 『EVITA』 各シーン 
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・ 幻想と現実の十字路に佇む、思い出を売る男 
思い出と現在を行き来する道 
現在・現実をたくましく生きる人間 
・ 二つの世界がはっきると分かれるのではなく、切れ目のない時の流れのように繋がっている
イメージ。鉄、石、レンガ、漆喰、ブリキ等々、質感のグラデーション。 
・ 現実の世界に取り囲まれて存在している非現実的な世界 
・ 申し分のない壁の色。ほの暗い配光。……此処なら懐しい思い出が蘇るんだ 
・ 苦しみの消えていく色、思い出の蘇っていく色、美しいまぼろしが蘇ってくる色 
・ 出会いの幸せの夢を見た瞬間に夢は消えて、冷えきった現実が戻ってくる 
・ 現実と幻想を両極において思い出を梃子に描いた幻影（加藤道夫による作品解説より） 
 
デザインの出発点として、まず思い出を売る男が立っている位置を、客席と舞台上の
登場人物たちが行き来するところの交叉する場所にするというプランを設定した。こ
の環境から、他のシーンのデザインを考えていく。ここでは、思い出を影絵であらわす
場面や、光が天から降りてきて思い出の幻影が宿るシーンをグラスファイバーの光る
線を配して仕掛けを作るなど、色々なシーンを作った。これらを全てリアルな素材感
で包み込むことで、観客を含めた境目の曖昧な幻影と現実の入り組んだ世界にたどり
着けた。
図 8 『思い出を売る男』の装置 
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場面や、光が天から降りてきて思い出の幻影が宿るシーンをグラスファイバーの光る
線を配して仕掛けを作るなど、色々なシーンを作った。これらを全てリアルな素材感
で包み込むことで、観客を含めた境目の曖昧な幻影と現実の入り組んだ世界にたどり
着けた。
図 8 『思い出を売る男』の装置 
3-4 事例④坊ちゃん劇場『正岡子規』(2010 年初演) 
 これは、正岡子規の人生をミュージカルにしたもの（脚本・演出：ジェームズ三木）
で、四国の愛媛県東温市にある坊ちゃん劇場で一年間のロングラン公演を行った。人
口が約 36,000 人の街で年間 270 ステージを行い、計 9万人を動員するというもの。 
正岡子規は、晩年脊椎カリエスを煩い寝たきりの状態で俳句の創作をしていた。台
本には、「私にはこのちっぽけな庭しか見えませんが、俳句をつくるにはこれで充分で
す」、「この庭には全宇宙が凝縮されています」など、印象的な子規の言葉が書かれてい
た。台本から必要な台詞を拾い集めることは、舞台美術のデザインにおいて重要な作
業である 
《台本から注目した点》 
・ 俳人、正岡子規は後半生を寝たきりでおくる 
・ 子規庵の寝たきりの六畳間から眺める小さな庭 
・ 花とヘチマの棚格子が全宇宙に匹敵すると語る 
《デザインイメージ》 
・ 身動きもならず、閉じ込められた座敷が全宇宙として認識される世界観 
・ 座敷にもなる傾斜した床 
・ リアルサイズの建具 
・ 正面以外の五面を囲うヘチマ棚の格子、ヘチマ棚の格子を巡る星の運行図 
・ 銀河へと広がる子規のイメージ
図 9 思い出の浮び上がる壁 
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舞台装置を作るにあたって、実際に東京の根岸にある「子規庵」にロケハンをした。
子規の六畳間では、襖をとっぱらいしょっちゅう句会をしていたそうだ。この六畳間
に、子規がそうしていたように実際に寝転がってみると、そこから見えたのは庭のヘ
チマの棚であった。この庭が彼の世界すべてであり、宇宙だったのではないかと感じ
た。そこから、ヘチマ格子を巡る星の運行図をあらわした。 
3-5 事例⑤劇団四季『南十字星』(2004 年初演) 
『南十字星』は、太平洋戦争中の日本によるインドネシア進駐と軍政統治、そして戦
後のBC級戦犯裁判において無実の罪で裁かれた日本軍将校の悲劇を描いたミュージカ
ルである（企画・構成・演出：浅利慶太）。このクライマックスの場面で、日本軍将校
の保科が次のような台詞を語る。「今、日本の歴史は大きな曲がり角に来た。誰かが命
を捧げることが必要になった。僕は責任を引き受け、そのひとりになる。歴史は、ソロ
河のように悠久の時をゆっくりと流れている。自分がその一滴に過ぎないと思った時、
人の一生のはかなさと、それゆえの大切さを知った」。この作品で、私は重要なこの最
後のシーンからデザインすることにした。この台詞の後に、絞首台の十三階段のシー
ンにうつるのだが、この十三階段をどのように舞台上に出現させるかがポイントであ
った。下記にデザインイメージを記しているが、この作品の重要なエレメントはイン
ドネシアの豊かな水であると考えた。そこで、十三階段を水の中から出現させること
を思いついた。 
図 10 『正岡子規』ラストシーン ヘチマの棚と銀河 
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を捧げることが必要になった。僕は責任を引き受け、そのひとりになる。歴史は、ソロ
河のように悠久の時をゆっくりと流れている。自分がその一滴に過ぎないと思った時、
人の一生のはかなさと、それゆえの大切さを知った」。この作品で、私は重要なこの最
後のシーンからデザインすることにした。この台詞の後に、絞首台の十三階段のシー
ンにうつるのだが、この十三階段をどのように舞台上に出現させるかがポイントであ
った。下記にデザインイメージを記しているが、この作品の重要なエレメントはイン
ドネシアの豊かな水であると考えた。そこで、十三階段を水の中から出現させること
を思いついた。 
図 10 『正岡子規』ラストシーン ヘチマの棚と銀河 
そのため、舞台上は全編を通して水が張った状態となった。絞首台から落下する水
の滴、それが十三階段の手すりに落ちてはじけ散る。照明はそこに強い光をあてるこ
とで散りゆく命を表現してくれた。
《デザインイメージ》 
・ すべては水の中から 
・ 水の形は千変万化 
・ 空間全体をインドネシアの文化で包む 
・ 人間を描く空間はシンプル 
・ 意外性と感動を連携。すべては最後の場面から
図 11 『南十字星』 水面と装置 
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3-6 事例⑥劇団四季『CATS』(1983 年初演) 
 『CATS』は、私が初めて劇団四季の舞台美術を担当した作品だ。30 代の私が初めて
担当する舞台美術だったこともあり、演出家からはデザインについての具体的なイメ
ージを言ってくれた。 
『CATS』の日本公演は、世界で初めて専用劇場を建てて上演している。イギリスやア
メリカでは、もともとあった劇場に舞台装置を設置していたわけだが、専用劇場とな
るとその公演のためだけに劇場の設計がなされる。初演のキャッシアタ （ー西新宿）か
らはじまり、札幌、品川、福岡、大阪と日本中をもってまわった１）。 
《初演時、演出家からのデザイン課題と指示》 
・ 都会のゴミ捨て場 
・ 観客が猫と同じ目線を体感する工夫が必要。猫の目サイズの三倍則に基づいて物が作られて
いる 
・ あらゆるところから登退場をしたい 
・ 専用劇場でしかできないアイデアがほしい 
図 12 十三階段 
－ 42 －
3-6 事例⑥劇団四季『CATS』(1983 年初演) 
 『CATS』は、私が初めて劇団四季の舞台美術を担当した作品だ。30 代の私が初めて
担当する舞台美術だったこともあり、演出家からはデザインについての具体的なイメ
ージを言ってくれた。 
『CATS』の日本公演は、世界で初めて専用劇場を建てて上演している。イギリスやア
メリカでは、もともとあった劇場に舞台装置を設置していたわけだが、専用劇場とな
るとその公演のためだけに劇場の設計がなされる。初演のキャッシアタ （ー西新宿）か
らはじまり、札幌、品川、福岡、大阪と日本中をもってまわった１）。 
《初演時、演出家からのデザイン課題と指示》 
・ 都会のゴミ捨て場 
・ 観客が猫と同じ目線を体感する工夫が必要。猫の目サイズの三倍則に基づいて物が作られて
いる 
・ あらゆるところから登退場をしたい 
・ 専用劇場でしかできないアイデアがほしい 
図 12 十三階段 
当初、私の舞台美術イメージは、扇型の劇場全部をゴミで埋めつくすという構想を
持っていた。客席、舞台、すべてをゴミで囲み、猫たちの住む世界である都会のゴミ捨
て場を表現しようとしていた。ところが、それから 30 年以上経ち、2011 年の東日本大
震災の被災地公演を劇団四季が行うことになり、私もその視察で津波の被害があった
東北を訪れた。そこで、現実の見上げるほどのゴミの山のなかから、自分のウルトラマ
ンのぬいぐるみを引っぱりだしてくる子どもや、アルバムを見つけて大事に埃を拭い
ている母親の姿をみた。そのとき私は、ああ、ゴミの山というのは、単に飾りとしてゴ
ミで空間を埋め尽くすのではなく、思い出の含んだ物の集積だったのだということに
気がついた。作曲のロイド＝ウエバーと演出のトレバー ナンは都会のゴミ捨て場とい
う場所に哲学的な深い想いを込めていたのだ。初演時では分からなかったが、このと
き改めて、舞台美術で大事なことは視覚的な装飾ではなく、テーマ性でありドラマに
どれだけ寄り添うかであると思った。改めて「メモリー」の歌を聞くと、その歌と詞が
さらに深みをもって心に届いてきた。演劇のもつメッセージや作品性を理解をするた
めには、自分の知識や思考も必要になってくると私は思う。 
歌詞抜粋 劇団四季上演パンフレットより 
メモリー仰ぎ見て月を  
思い出を辿り 歩いてゆけば 
出会えるわ 幸せの姿に 
新しい命に 
図 13 『CATS』 キャッツシアター 
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4．まとめにかえて 
最後に、本稿のまとめにかえて、私の師匠である舞台美術家、金森馨の言葉を紹介し
たい。彼が亡くなる間際に、病床で語った言葉である。「誰も気付かなかっただろうな。
わからなくたっていい。ぼくらには、常にデザインの必然性がある。それなしには、こ
の仕事はやれないのだ」。 
【注】
1） 劇団四季の創設当時、劇団名を「劇団荒地」としようとした時期がある。これは、
T・S・エリオットの長編詩『荒地』からきている名前で、劇団四季の創設メンバー
はフランス演劇と同時に彼の詩に傾倒していた人たちであった。後に劇団四季が
『CATS』を上演するのは、ある意味で必然だったのかもしれない。 
(2017 年 11 月 25 日、生活美学研究所第 3回定例研究会における講演に基づく) 
コーディネーター 武庫川女子大学生活環境学部教授 森 田 雅 子 
指定討論者コメント 
切り絵作家 谷 田 有 似 
昔のことから最近のことまで、毎日の暮らしの風景の些細なことを、ふとした瞬間
に思い出すことがあります。通学路に1つだけ咲いていた赤いバラの花。曲がり角の家
からする夕ご飯の匂い。図書室の本棚の少し欠けた代本版。電車で隣に座った人のカ
バンの色。 
舞台芸術のお話を聞いて、ふとそれらの日々のカケラを思い出しました。舞台は日常
ではない空間であり、魅せ方や印象の与え方、役者のかたとの関係性など様々なこと
から作られるもの。そこから日常のことを思い出すのは何か違うのかもしれませんが、
その空間のどこに誰が印象に残るかはわかりません。そして舞台でも毎日異なる空間
に、たくさんの観客が魅せられるのだと思いました。 
絵本作家 ありま 三なこ 
今回の研究会で、絵本も舞台美術も同じ「アート」というくくりであることを強く感
じた。テーマをもとに、自分なりの解釈でどこをどう表現するのか、土屋さんの着眼点
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にとても刺激を受けた。小学生の頃によく宿題に出された読書感想文を思い出した。 
あらすじを書いても意味がなく、読み手がどう感じたのかが重要である。舞台美術は
観る側をより引き込ませる力を持っている。だからこそ、あるものを描くのではなく、
見えないものを表現する難しさを改めて感じた。 
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T・S・エリオットの長編詩『荒地』からきている名前で、劇団四季の創設メンバー
はフランス演劇と同時に彼の詩に傾倒していた人たちであった。後に劇団四季が
『CATS』を上演するのは、ある意味で必然だったのかもしれない。 
(2017 年 11 月 25 日、生活美学研究所第 3回定例研究会における講演に基づく) 
コーディネーター 武庫川女子大学生活環境学部教授 森 田 雅 子 
指定討論者コメント 
切り絵作家 谷 田 有 似 
昔のことから最近のことまで、毎日の暮らしの風景の些細なことを、ふとした瞬間
に思い出すことがあります。通学路に1つだけ咲いていた赤いバラの花。曲がり角の家
からする夕ご飯の匂い。図書室の本棚の少し欠けた代本版。電車で隣に座った人のカ
バンの色。 
舞台芸術のお話を聞いて、ふとそれらの日々のカケラを思い出しました。舞台は日常
ではない空間であり、魅せ方や印象の与え方、役者のかたとの関係性など様々なこと
から作られるもの。そこから日常のことを思い出すのは何か違うのかもしれませんが、
その空間のどこに誰が印象に残るかはわかりません。そして舞台でも毎日異なる空間
に、たくさんの観客が魅せられるのだと思いました。 
絵本作家 ありま 三なこ 
今回の研究会で、絵本も舞台美術も同じ「アート」というくくりであることを強く感
じた。テーマをもとに、自分なりの解釈でどこをどう表現するのか、土屋さんの着眼点
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